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第
１
回
定
例
会

令
和
６
年
度
予
算
審
査

総
合
計
画
後
期
を
可
決

一
般
質
問

常
任
委
員
会
活
動
ほ
う
こ
く

議
会
ニ
ュ
ー
ス

市
民
と
交
流
コ
ー
ナ
ー

№128№128
発行日  令和６年４月17日

第
１
回
定
例
会

矢
作
小
学
校
入
学
式

（
令
和
６
年
４
月
６
日
）



　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会

を
、
２
月
21
日
か
ら
３
月
22

日
ま
で
行
い
ま
し
た
。
向
こ

う
５
年
間
に
わ
た
る
本
市
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
案
の
審
査
を
巡
っ
て

は
賛
否
が
分
か
れ
て
議
論
を

展
開
。
そ
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
可
決
し
た
も
の
の
、

附
帯
決
議
を
付
す
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
６
年

度
の
当
初
予
算
案
な
ど
も
可

決
し
、
一
般
質
問
に
は
10
人

の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
本
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
は
、
令
和

６
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
、
基
本
構
想

に
掲
げ
る
目
標
を
実
現
す
る

た
め
の
政
策
や
事
業
を
部
門

別
に
体
系
化
し
た
も
の
で
す
。

　
計
画
案
は
議
長
を
除
く
全

議
員
で
構
成
す
る
総
合
計
画

審
査
特
別
委
員
会
（
鵜
浦
昌

也
委
員
長
）
に
付
託
し
、
延

べ
６
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査
。

本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
像

へ
の
取
り
組
み
に
対
し
、
熱

を
帯
び
た
議
論
を
行
い
ま
し

た
。

　
そ
の
中
で
、
原
案
に
対
し

３
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
修
正

案
が
提
出
さ
れ
た
も
の
の
、

い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
否
決

し
、
原
案
を
賛
成
多
数
で
可

決
。
計
画
執
行
に
あ
た
っ
て

は
評
価
や
検
証
を
行
い
、
市

民
に
公
表
す
る
こ
と
を
求
め

た
附
帯
決
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
新
年
度
の
当
初
予

算
案
を
は
じ
め
、
５
年
度
補

正
予
算
案
と
各
種
条
例
案
な

ど
19
件
を
予
算
等
特
別
委
員

会
（
大
坂
俊
委
員
長
）
に
付

託
し
て
審
査
し
、
可
決
し
ま

し
た
。

　
当
初
予
算
規
模
は
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
９
億
５
千

万
円
で
、
対
前
年
度
比
11
億

２
千
３
百
万
円（
７･

１
％
）

の
増
で
す
。

　
注
目
事
業
と
し
て
、
向
学

心
あ
る
学
生
を
支
援
す
る
奨

学
資
金
給
付
・
貸
付
事
業
、

企
業
経
営
を
支
え
る
立
地
促

進
補
助
金
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
、
商
工
業
事
業
者
の
後
継

者
探
し
を
支
援
す
る
事
業
承

継
推
進
業
務
委
託
な
ど
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
案
は
、
能
登
半

島
地
震
支
援
と
し
て
見
舞
金

４
０
０
万
円
を
被
災
地
に
送

る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
５
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

を
承
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
国
の
関
係
大

臣
に
地
方
創
生
応
援
税
制

（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

の
適
用
期
間
延
長
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
盛
り
込
ん
だ

発
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
に
は
、
佐
々
木

拓
市
長
が
新
年
度
の
主
要
施

策
を
説
明
し
な
が
ら
施
政
方

針
を
、
ま
た
山
田
市
雄
教
育

長
は
、
教
育
行
政
方
針
を
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
市
長
は
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
ハ
ー
ド
事
業

は
完
了
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

後
の
物
価
高
騰
対
策
を
進
め
、

本
市
の
課
題
で
も
あ
る
人
口

減
少
対
策
な
ど
諸
施
策
を
総

合
的
に
進
め
る
」
と
強
調
。

さ
ら
に
「
脱
炭
素
社
会
に
対

応
し
た
取
り
組
み
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
実
現
の
た
め
、

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

盛
り
込
ん
だ
内
容
に
沿
っ
て

市
政
運
営
を
進
め
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

副
市
長
に
石
渡
氏
選
任

　
定
例
会
最
終
日
に
は
、
こ

の
一
年
間
空
席
と
な
っ
て
い

た
副
市
長
の
人
事
案
が
示
さ

れ
、
全
会
一
致
で
石
渡
史
浩

（
い
し
わ
た
り
・
ふ
み
ひ
ろ
）

氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
石
渡
氏
は
、
昭
和
61
年
に

青
森
県
立
八
戸
工
業
高
校

土
木
科
を
卒
業
後
、
国
土
交

通
省
（
旧
建
設
省
）
に
建
設

技
官
と
し
て
採
用
。
令
和
３

年
か
ら
東
北
地
方
整
備
局
三

陸
国
道
事
務
所
長
、
５
年
か

ら
同
局
企
画
部
震
災
対
策
調

整
官
を
務
め
ま
し
た
。
56
歳
。

人
権
擁
護
委
員
を
推
薦

　
次
の
人
を
人
権
擁
護
委
員

に
推
薦
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

○
広
田
町

　
佐
々
木 

善
仁
氏
（
73
歳
）

新
年
度
予
算
は
全
会
一
致

第１回定例会

賛
否
分
か
れ
る
も
可
決

賛
否
分
か
れ
る
も
可
決

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

石
いし

渡
わたり

　史
ふみ

浩
ひろ

 氏

令和６年度　予算
注目事業　

　３月定例会では、予算等特別委員会で
予算案を審議し可決しました。
　その中で注目の事業を紹介します。

奨学資金給付・貸付事業奨学資金給付・貸付事業

立地促進補助金立地促進補助金

男女共同参画推進事業男女共同参画推進事業 事業承継推進業務委託事業承継推進業務委託

予算額は、令和６年度のみの金額で
あり、全体事業費ではありません。
複数年事業もあります。

令和６年度は、給付
型奨学金は大学生
10 人と大学に入学
する 10 人、貸与型
奨学金は高校に入学
する２人と大学に入
学する 10 人です。

令和６年度から本市のパートナーシップ・
ファミリーシップ宣誓制度が始まります。

衣料品製造・販売を行う㈱ボンマッ
クスアパレルの物流倉庫に補助。令
和２年から計画が進み、竹駒町滝の
里工業団地に物流倉庫が完成。令和
６年度中に本格稼働します。

事業者の後継者探しを支援します。そし
て、事業者と事業をしてみたい人とのマッ
チングも進めます。

931 万円

14 万 5 千円 148 万円

3 億円
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総務費
42億６,372万円
（25.2%）

民生費
36億９,149万円
（21.8%）

衛生費
12億２,723万円
（7.2%）

土木費
22億８,891万円
（13.5%）

消防費   
７億5万円（4.1%）

教育費
19億９,107万円
（11.7%）

公債費
12億459万円
（7.1%）

支出（歳出）

169億
  5,000万円

その他
１億９,565万円（１.２%）

企業立地補助金、
庁舎の維持管理費や
移住者推進事業などの
企画費、旧矢作小学校の
解体工事費など

高齢者・障がい者福祉や
保育園、子ども医療費助
成などにかかるお金

予防接種・検診・ごみ処理
などにかかるお金

農業・林業・
漁業の振興、
維持にかかるお金

商業・工業の振興、
維持にかかるお金

道路や河川の整備・
維持にかかるお金

消防署・消防団の
活動にかかるお金

給食や小中学校、スポーツ
施設の維持管理にかかるお金

市債として借りた
お金の返済など

議会費、
労働費など

農林水産業費
10億２,195万円（6.0%）

商工費
３億６,534万円（2.2%）

新年度
予  算

５年間の一般会計の推移
671億
1,140万円

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

183億
3,820万円

170億
600万円

158億
2,700万円

169億
5,000万円

予算の内訳

収入（歳入）

169億
  5,000万円

繰入金
 29億５,294万円
（17.4%）

市税
18億６,908万円
（11.0%）

寄附金
10億351万円
 （5.9%）

　令和６年度の一般会計予算は、歳入歳出の総額がそれぞれ169億５,000万円となりまし
た。５年度と比較して11億２,300万円、7.1%の増となります。これは、企業立地補助金
の活用や旧矢作小学校校舎解体工事等に伴い増加したものです。

一般会計歳出
169億５,000万円

地方交付税
53億２,207万円
（31.4%）

国庫支出金
19億５,707万円
（11.6%）

県支出金
14億６,416万円
（8.7%）

市債
 11億３,200万円
（6.7%）

その他依存財源
６億５,170万円（3.8%）

その他自主財源
5億９,747万円（３.5%）

特別会計や基金から
繰り入れるお金

地方譲与税、利子
割交付金など

市民税、固定資産税
など市民の皆さん
から納められる税金

ふるさと納税等で
いただいたお金

使用料、手数料など

震災復興事業や地方自治体間
の格差をなくすため、国から
交付されるお金

国からの補助金

県からの補助金

国や銀行から借りるお金

依存財源

105億２,700万円
国・県・借入金に頼るお金

自主財源

64億２,300万円
市で集めるお金

前年度比  7.1%増

会計区分

予算額

前年度比

169億5,000万円

+11億2,300万円

21億3,379万円

+2,474万円

2億8,540万円

+2,921万円

26億1,605万円

+1,723万円

6億454万円

+36万円

10億5,723万円

-9,880万円

一般会計
国民健康保険

特別会計
後期高齢者医療 介護保険

企業会計
水道事業 下水道事業

企業立地補助金 3億円
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予算審査予算審査〈質疑〉〈質疑〉

大坂  俊　委員長

答
　
８
月
か
、
９
月
の
着
工
予

定
で
あ
る
。

問
　
旧
矢
作
小
学
校
跡
地
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
消

防
屯
所
、
二
又
診
療
所
の
建
設

を
望
む
声
へ
の
対
応
は
。

答
　
そ
の
３
施
設
の
移
転
整
備

が
最
有
力
の
選
択
肢
に
な
る
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
調
整
を
進

め
る
。

問
　
ア
ス
リ
ー
ト
応
援
事
業
費

補
助
金
と
し
て
前
年
度
の
６
倍

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
根
拠
は
。

答
　
ロ
ッ
テ
の
佐
々
木
朗
希
選

手
を
市
を
上
げ
て
強
力
に
応
援

す
る
た
め
の
補
助
金
を
増
額
す

る
。

問
　
令
和
６
年
度
の
給
付
奨
学

金
と
貸
与
型
奨
学
金
の
給
付
対

象
者
数
は
。

答
　
給
付
型
は
大
学
生
10
人
と

大
学
に
入
学
す
る
10
人
。
貸
与

型
は
高
校
に
入
学
す
る
２
人
と

大
学
に
入
学
す
る
10
人
で
あ
る
。

問
　
貸
与
型
奨
学
金
で
も
働
く

こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
事
態

に
返
済
免
除
と
す
べ
き
で
は
。

答
　
検
討
す
る
。

問
　
令
和
６
年
度
の
旧
矢
作
小

学
校
舎
の
解
体
工
事
は
、
い
つ

ご
ろ
か
。

旧
矢
作
小
学
校
解
体
工
事

跡
地
に
診
療
所
な
ど
の
建
設
は
？

ア
ス
リ
ー
ト
支
援

増
額
の
根
拠
は
？

奨
学
資
金
給
付
・

貸
付
事
業

新
年
度
の
対
象
者
数
は
？

解体予定の旧矢作小学校

佐々木朗希選手を応援する横断幕（市役所庁舎）

　令和６年度の一般会計、及び各種特別会計・企業会計の
予算案は、予算等特別委員会（委員長・大坂俊議員）で、
３月12日から15日までの４日間、審査しました。
　市政全般に渡り、多くの質疑がありました。その中から、
一部を紹介します。

こ
こ
が
聞
き
た
い 予算等特別委員会

問
　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

支
援
策
の
内
容
は
。

答
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
団
体
を
対

象
と
し
て
、
土
日
や
長
期
休
暇

期
間
の
子
ど
も
の
居
場
所
を
創

出
す
る
事
業
を
補
助
す
る
。
子

ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
等
を
想

定
し
て
い
る
。

問
　
空
家
の
除
却
費
用
へ
の
考

え
は
。

答
　
今
後
、
空
き
家
対
策
総
合

実
施
計
画
を
策
定
し
、
令
和
６
年

度
中
に
国
の
補
助
事
業
の
申
請
を

行
う
。
そ
の
補
助
を
も
と
に
令
和

７
年
度
か
ら
除
却
す
る
た
め
の
予

算
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
へ
の
考

え
は
。

答
　
令
和
５
年
度
も
60
件
を
超

え
る
申
請
が
あ
っ
た
。
今
後
も

快
適
な
住
ま
い
と
市
内
の
仕
事

の
確
保
に
努
め
る
。

問
　
新
し
く
始
ま
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
改
修
推
進
事
業
の
対
象
は
。

答
　
令
和
６
年
度
か
ら
県
の
事

業
を
市
町
村
で
も
広
く
取
り
組

も
う
と
い
う
も
の
で
、
住
宅
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
改
修
に
補

助
を
す
る
。

問
　
消
防
団
員
報
酬
が

個
人
支
給
に
変
更
さ
れ
た

が
、
消
防
団
活
動
へ
の
影

響
は
。

答
　
屯
所
の
光
熱
費
や

備
品
等
の
購
入
費
は
市
で

負
担
し
て
い
る
が
、
消
防

団
の
活
動
費
に
は
負
担
し

て
い
な
い
。
こ
の
点
に
消

防
団
か
ら
も
要
望
が
あ
り
、

今
後
は
手
当
の
必
要
性
等

を
含
め
て
検
討
す
る
。

問
　
制
服
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）

事
業
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
る

子
育
て
世
帯
で
も
、中
学
校
の

制
服
な
ど
を
譲
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

答
　
今
後
、検
討
す
る
。

問
　
令
和
６
年
度
か
ら
廃
船
処

理
の
補
助
事
業
が
始
ま
る
。
市

内
の
使
わ
な
く
な
っ
た
漁
船
を

能
登
半
島
地
震
の
被
災
漁
業
者

に
運
ぶ
た
め
に
、
こ
の
補
助
金

の
活
用
は
。

答
　
漁
船
を
届
け
た
い
と
い
う

要
望
は
把
握
し
て
い
る
。
能
登

半
島
で
被
災
し
た
漁
業
者
に
支

援
を
進
め
る
。

空
家
等
対
策

除
去
費
用
は
？

住
宅
改
修
支
援
事
業

省
エ
ネ
改
修
補
助
の
対
象
は
？

消
防
団
活
動
費

団
活
動
へ
影
響
は
？

制
服
リ
ユ
ー
ス

対
象
外
世
帯
は
？

廃
船
処
理

能
登
支
援
に
は
？

子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
活
動
支
援

ど
の
よ
う
な
活
動
を
支
援
？

消防団による気仙川での水防演習
（横田町）

制服の回収ボックス
（市役所庁舎内）
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陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
は
、
ま

ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
本
市
の
最
上
位

計
画
で
す
。
計
画
期
間
は
令
和
元
年
度
か
ら
の

10
年
間
で
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計

画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
計
画
は
前
期

と
後
期
の
５
年
間
ず
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
後
期
計
画
案
は
、
前
期
基
本
計
画
の
取
組
成

果
や
課
題
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
対
策
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、 

防
災
意
識
の

高
揚
、
S
D
G
s
の
推
進
な
ど
、
最
近
の
社

会
環
境
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
た
取
組
を
さ

ら
に
進
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

修
正
案
は
否
決

　
総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
３
委
員

か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て

原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
討
論 

　
本
会
議
で
は
、
木
村
聡
議

員
が
反
対
の
立
場
で
、
ま
た
、

大
和
田
加
代
子
議
員
が
賛
成

の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
争
点
と
な
っ
た
の
は
、

基
本
政
策
19
「
安
心
で
き
る

医
療
・
介
護
・
福
祉
体
制
を

整
え
る
」
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
未
来
か
な
え
ネ
ッ
ト
の

必
要
性
に
つ
い
て
で
、
意
見

が
分
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
起
立
採
決
に
よ
り
、
原
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
で
議
論
し

た
経
緯
を
踏
ま
え
、
附
帯
決

議
を
付
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
を
初
年
度
と
し
た
陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
案
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す

る
総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
（
鵜
浦
昌
也
委
員
長
）
で
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
一
部
議
員
か
ら
修
正
案
が
出
さ

れ
る
な
ど
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
す
る
た
め
の

附
帯
決
議
案
を
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

木
村
聡
委
員
提
出
修
正
案

◎
基
本
政
策
19
に
お
け
る
、

「
未
来
か
な
え
ネ
ッ
ト
」
に
関

す
る
記
述
の
削
除
。

・
本
政
策
の
継
続
に
あ
た
り
、

国
の
動
き
が
不
明
確
と
の
当
局

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
本
年
に
入

り
電
子
カ
ル
テ
の
共
有
方
針
が

国
か
ら
示
さ
れ
、
令
和
７
年
本

格
運
用
と
の
こ
と
。
新
年
度
予

算
は
別
と
し
て
、
今
後
５
年
間

の
計
画
と
し
て
は
、
こ
の
施
策

に
固
執
す
べ
き
で
は
な
く
、
削

除
す
る
の
が
適
当
と
考
え
る
。

大
和
田
加
代
子
委
員
提
出
修
正
案

◎
序
論
第
１
章
計
画
の
進
行
管

理
に
つ
い
て

・「
毎
年
度
総
合
計
画
実
施
状

況
報
告
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
」
を
加
え
る
。

◎
第
２
編
前
期
基
本
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

・
進
捗
評
価
の
基
本
政
策
と
基

本
目
標
の
表
を
陸
前
高
田
市
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
市
民
意
識

調
査
結
果
の
満
足
度
に
関
す
る

附
帯
決
議
全
文  

　
陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
は
、
本

市
が
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り

の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
議
会
に
お
い
て

慎
重
に
審
議
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
審
議
に
当
た
っ
て
は
、
総
合

計
画
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
市
長
以
下
当
局
の
出
席
を

得
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
、
答

弁
を
行
っ
た
ほ
か
、
委
員
か
ら

修
正
案
の
提
出
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
併
せ
て
委
員
間
討

議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
議
決
の
結
果
と
す
れ
ば
、
原

案
の
通
り
可
決
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
本
市
議
会
で
の
審
議
等

の
内
容
を
十
分
に
踏
ま
え
、
後

期
基
本
計
画
に
基
づ
く
実
施
計

画
を
は
じ
め
、
各
種
部
門
別
計

画
等
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

各
種
施
策
、
事
業
等
の
執
行
に

当
た
っ
て
は
、
逐
次
、
評
価
・

検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
分

か
り
や
す
く
市
民
に
知
ら
せ
る

よ
う
求
め
る
。

回
答
状
況
の
表
と
グ
ラ
フ
に
差

し
替
え
る
。

◎
基
本
政
策
13
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
た
学
校
教
育
を
推
進

す
る
に
つ
い
て

・「
学
校
復
帰
に
向
け
た
」
を

「
教
育
機
会
の
確
保
の
た
め
の
」

に
変
え
る
。

・
成
果
指
標
項
目
の
「
い
じ
め

解
消
率
」
を
「
い
じ
め
が
な
い

と
感
じ
る
児
童
生
徒
の
割
合
」

に
変
え
る
。

大
坂
俊
委
員
提
出
修
正
案

◎
序
論
・
第
６
章
。
将
来
人
口

で
示
さ
れ
た
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
。

・
次
年
以
降
５
年
あ
た
り
の
人

口
増
減
推
計
値
が
反
映
さ
れ
て

お
ら
ず
、
最
新
の
国
勢
調
査
に

基
づ
い
た
人
口
推
計
に
、
本
市

総
合
戦
略
を
推
進
し
た
場
合
の

グ
ラ
フ
が
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
計
画
推
進
に
お
け
る
、
政

策
指
標
の
設
定
に
関
わ
る
為
、

よ
り
現
実
的
な
推
計
数
値
で
あ

る
こ
と
が
大
事
と
捉
え
、
グ
ラ

フ
の
修
正
を
求
め
る
。

 ［本会議］

原案及び附帯決議案に
対する表決

佐
々
木
良
麻

菅
野
秀
一
郎

小
林　
　

卓

木
村　
　

聡

大
和
田
加
代
子

中
野　

貴
徳

伊
勢　
　

純

佐
々
木
一
義

大
坂　
　

俊

菅
野　

広
紀

大
坪　

涼
子

福
田　

利
喜

藤
倉　

泰
治

伊
藤　

明
彦

鵜
浦　

昌
也

及
川　

修
一

委員長報告（原案） × ○ ○ × ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ー

附帯決議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

 ［特別委員会］

修正案及び原案に
対する表決

佐
々
木
良
麻

菅
野
秀
一
郎

小
林　
　

卓

木
村　
　

聡

大
和
田
加
代
子

中
野　

貴
徳

伊
勢　
　

純

佐
々
木
一
義

大
坂　
　

俊

菅
野　

広
紀

大
坪　

涼
子

福
田　

利
喜

藤
倉　

泰
治

伊
藤　

明
彦

鵜
浦　

昌
也

及
川　

修
一

木村聡委員提出修正案 ○ × × ○ × × × × ○ ○ × ○ × × ー ー

大坂俊委員提出修正案 × × × × ○ ○ × × ○ ○ × × × × ー ー

大和田加代子委員提出修正案 × × ○ × ○ × × × × ○ × × × × ー ー

原案 × ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ー ー

令
和
10
年
度
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
方
向
性
決
定

まちづくり総合計画
後期基本計画を可決
　　　　　　　　　　…議会から附帯決議

○…賛成、×…反対、ー…議長は表決に参加せず。○…賛成、×…反対、ー…議長・委員長は採決に参加せず。

 ［表決が分かれた案件］

 ［表決が分かれた案件］
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３
月
４
日
か
ら
の
審
査
で
は
、
後
期
基
本
計
画
の
序
論
か
ら
各
基
本
政
策
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・
鵜
浦
昌
也
議
員
）

問　
成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
よ
る

若
年
層
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
対
策
は
。

答　

県
警
や
消
費
者
相
談
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
し
て
、
本
人
、
親

も
含
め
周
知
に
努
め
抑
制
を
図
る
。

問　
災
害
時
の
電
力
確
保
の
シ
ス

テ
ム
構
築
状
況
は
。

答　
市
内
に
寄
付
さ
れ
る
充
電
池

を
活
用
し
て
、
地
域
の
公
共
施
設
、

特
に
孤
立
す
る
可
能
性
の
あ
る
地

域
を
優
先
し
、
最
低
限
の
電
力
確

保
に
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
年
間
出
生
数
80
人　
　
　
　

と
い
う
成
果
指
標
に
、
達
成
の
見

込
み
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
人
流
も
含
め

達
成
可
能
と
考
え
る
が
、
若
年
層

や
女
性
の
市
外
流
出
も
考
慮
し
、

特
に
も
女
性
の
満
足
度
や
婚
姻
数

向
上
を
視
野
に
入
れ
た
施
策
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問　
学
校
不
適
応
の
問
題
に
つ
い

て
、
学
校
復
帰
の
み
を
目
的
と
す

る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

答　
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、

ジ
ャ
ン
プ
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
対
応

を
し
て
い
く
。

問　
前
期
計
画
か
ら
の
進
行
管
理

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

答　
総
合
計
画
推
進
委
員
会
で
進

ち
ょ
く
状
況
を
報
告
後
、
総
合
計

画
と
い
う
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
決

算
や
事
業
な
ど
を
市
Ｈ
Ｐ
・
広
報

に
て
公
表
し
、
市
民
と
の
共
有
を

図
っ
て
い
る
。

問　
進
行
管
理
の
公
表
が
充
分
で

は
な
い
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ

う
な
方
法
で
市
民
と
共
有
し
て
い

く
の
か
。

答　
個
別
の
事
業
ご
と
か
、
基
本

政
策
ご
と
か
は
検
討
が
必
要
だ
が
、

評
価
を
含
め
、
わ
か
り
や
す
い
形

で
、
そ
の
都
度
市
民
に
知
ら
せ
て

い
く
。

問　
い
じ
め
の
解
消
率
の
求
め
か

た
は
。

答　
教
師
・
児
童
の
双
方
か
ら
聞

き
取
り
を
し
、
軽
度
な
も
の
で
も

報
告
が
あ
っ
た
全
て
を
分
母
と
し

て
い
る
。
そ
の
全
て
に
指
導
を
し
、

３
カ
月
後
に
再
度
聞
き
取
り
、
教

師
・
児
童
両
者
一
致
で
解
決
し
た

と
確
認
で
き
た
も
の
を
分
子
と
し

て
、
解
消
率
を
求
め
て
い
る
。

問　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目

指
す
と
き
の
防
犯
対
策
上
の
課
題

と
は
。

答　
不
審
者
が
現
れ
な
い
と
も
限

ら
な
い
。
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど

も
考
え
て
い
く
。

問　
「
た
か
た
の
ゆ
め
」
以
外
の

品
種
で
も
特
別
栽
培
の
普
及
に
農

家
へ
の
働
き
か
け
は
。

答　
他
品
種
に
つ
い
て
も
普
及
を

考
え
る
が
、
ま
だ

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

て
い
な
い
。
特
別

問　
社
会
情
勢
と
市
の
現
状
に
お

い
て
、
後
に
特
記
し
て
あ
る
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
」
に
つ
い
て
本
項
で

明
記
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
後
期
計
画
の
各
基
本
政
策
に

お
い
て
、
目
標
設
定
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
番
号

を
併
記
し
て
あ
る
。
全
世
界
的
な

動
き
で
あ
り
、
本
市
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
あ
え
て
こ
こ
で
は
特
記

と
い
う
形
に
し
た
。

問　
将
来
人
口
の
推
定
数
値
が
前

期
計
画
と
変
わ
り
な
い
よ
う
だ
が
、

後
期
計
画
の
基
本
政
策
等
に
お
い

て
不
整
合
は
生
じ
な
い
の
か
。

答　
前
・
後
期
を
通
し
て
総
合
計

画
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
当
初

の
人
口
推
計
値
を
目
指
す
と
い
う

栽
培
し
た
い
場
合
が
あ
れ
ば
対
応

す
る
。

問　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
は

現
在
空
き
が
な
い
。
施
設
の
拡
充

や
、
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
す
考
え
は

あ
る
か
。

答　
施
設
拡
大
で
は
な
く
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の
卒
業

（
新
店
舗
な
ど
）、
回
転
（
入
れ
替

え
）
を
推
進
し
、
ま
た
、
新
規

開
業
に
つ
い
て

の
支
援
を
考
え
、

補
助
事
業
も
用

意
し
て
い
る
。

問　
前
期
計
画
に
あ
っ
た
、
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
合
致
の
企
業

立
地
・
誘
致
推
進
が
削
除
さ
れ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答　
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
多
種
多
様
な
企
業

誘
致
を
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

意
味
合
い
も
込
め
て
そ
の
ま
ま
に

し
た
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
に
お
い
て
も
、
出
生
数
増
、

移
住
定
住
促
進
を
図
り
、
人
口
減

少
速
度
を
抑
制
し
て
い
く
。

問　
文
化
財
を
地
域
資
源
と
と
ら

え
、
そ
の
活
用
を
考
え
た
と
き
、

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
の
垣
根

を
越
え
た
、
新
た
な
部
局
を
設
け

る
可
能
性
は
。

答　
ど
ち
ら
も
庁
舎
内
に
あ
り
、

機
能
強
化
と
連
携
を
深
め
な
が
ら

議
論
し
、
文
化
財
活
用
を
進
め
て

い
く
。

問　
自
主
防
災
組
織
率
が
下
が
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
組
織
数
は
変
わ
り
な
い
が
、

全
国
的
な
求
め
方
で
、
自
主
防
災

加
入
者
数
を
市
内
全
世
帯
数
で
割

り
出
す
た
め
、
率
と
し
て
は
減
少

に
な
る
。
仮
設
住
宅
解
消
も
一
因

に
な
っ
て
い
る
。

問　
地
区
防
災
計
画
の
策
定
数
を

増
や
す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

答　
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
い
ま

だ
町
内
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な

い
、
震
災
を
起
因
と
す
る
市
内
の

現
状
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
そ
の

立
ち
上
げ
の
支
援
を
行
う
。

10りくぜんたかた市議会だより　No.12811 りくぜんたかた市議会だより　No.128



問問
こ
の
一
年
間
、
空
席
と
な
っ

て
い
る
副
市
長
の
人
事
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
一
日
も
早
く
、
こ
の
重
要
ポ

ス
ト
に
適
材
を
置
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
、
慎
重
に
人
選
を
進
め
て
き
た
。

よ
う
や
く
選
任
の
め
ど
が
付
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
議
案
と
し
て
公
表
で

き
る
段
階
と
な
り
次
第
、
議
会
に
提

案
す
る
。

問問
副
市
長
に
求
め
る
役
割
は
。

答
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
市
長

を
補
佐
し
て
も
ら
う
。
具
体

的
に
は
、
市
長
や
市
の
職
員
と
は
異

な
る
視
点
か
ら
の
意
見
を
も
ら
う

よ
う
な
、
市
役
所
全
体
の
守
備
範
囲
、

あ
る
い
は
活
動
範
囲
が
広
が
る
よ
う

な
役
割
を
期
待
し
て
い
る
。

問問
公
共
施
設
を
誰
で
も
利
用
し

公
共
施
設
を
誰
で
も
利
用
し

や
す
く
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

や
す
く
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

デ
ザ
イ
ン
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
復
興
事
業
に
よ
る
公
共
施
設

は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
配
慮
し
、
段
差
の
な
い
出
入
り

口
、
筆
談
ボ
ー
ド
な
ど
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
行
う
な
ど
、
や
さ
し
く
使
い
や
す

い
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

問問
従
前
の
公
共
施
設
の
取
り
組

従
前
の
公
共
施
設
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

み
は
ど
う
か
。

答
長
寿
命
化
改
修
工
事
や
大
規

模
改
修
工
事
に
合
わ
せ
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

将
来
人
口
の
推
計
は

問問
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
が
公
表
し
た
本
市
の

研
究
所
が
公
表
し
た
本
市
の

将
来
推
計
人
口
の
分
析
は
ど
う
か
。

将
来
推
計
人
口
の
分
析
は
ど
う
か
。

問問
ふ
る
さ
と
納
税
の
課
題
は
。

答
寄
付
金
の
活
用
状
況
を
積
極

的
に
公
開
す
る
な
ど
、
本
市

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
す
る
こ
と
や
、
返
礼
品

の
種
類
や
提
供
数
を
増
加
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。

問問
市
内
の
飲
食
店
で
も
使
え
る

現
地
決
済
型
の
ふ
る
さ
と
納

税
を
導
入
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

答
導
入
す
る
に
は
先
に
支
払
方

法
の
体
制
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
寄
付
額
を
増
や
す
た
め

の
方
法
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
、
事

業
者
と
の
話
し
合
い
も
続
け
て
い
く
。

農
業
の
後
継
者
育
成
は

問問
農
業
後
継
者
育
成
の
課
題
は
。

答
農
地
の
受
け
手
と
な
る
農
事

組
合
法
人
等
の
育
成
、
農
作

業
受
委
託
の
促
進
、
将
来
の
担
い
手

交
流
人
口
策
の
成
果
は

問問
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
と
成
果
は
。

答
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ

る
人
材
の
育
成
を
図
り
、
漁

業
や
農
業
、
自
然
を
活
用
し
た
体
験

型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
構
築
し
な
が
ら
交

流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
そ

の
成
果
と
し
て
、
令
和
５
年
の
観
光

入
り
込
み
客
数
は
前
年
対
比
１
１
９

％
の
１
３
４
万
人
と
な
り
、
震
災
後

の
復
旧
・
復
興
の
進
展
と
と
も
に
震

災
以
前
と
同
水
準
に
達
し
た
。

答
本
市
に
お
い
て
は
、令
和
２
年
の

総
人
口
１
万
８
千
２
６
２
人

に
対
し
て
、
令
和
32
年
は
９
千
６
１

７
人
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
令
和
２

年
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
令
和
32

年
の
指
数
は
52
・
７
％
と
の
結
果
が

示
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て
施
策
を
検
討
す
る
な
ど
、

対
策
を
講
じ
て
行
く
必
要
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

と
な
り
得
る
、
多
様
な
担
い
手
へ
の

働
き
か
け
な
ど
で
あ
る
。

問問
土
地
区
画
整
備
事
業
の
方
向

性
は
ど
う
か
。

答
補
助
事
業
を
活
用
し
、
当
該

区
画
の
所
有
者
等
、
周
り
の

条
件
を
見
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問問
農
機
具
購
入
補
助
増
額
の
検

討
は
。

答
大
型
に
な
る
と
市
の
単
独
事

業
で
は
難
し
い
。
国
県
へ
も

働
き
か
け
て
い
く
。

鵜
うのうら

浦　昌
まさなり

也
（創生会）

大
おお

坂
さか

　　俊
たかし

大
おお

和
わ

田
だ

加
か

代
よ

子
こ

（碧い風）

空
席
の
副
市
長
人
事
は

　
公
表
段
階
で
議
会
に
提
案
へ

利
用
し
や
す
い
施
設
づ
く
り
は

　
既
存
の
も
の
は
改
修
工
事
で
対
応

ふ
る
さ
と
納
税
ど
う
す
る

　
返
礼
品
の
種
類
や
数
を
増
や
す

この１年間、副市長が空席の市役所ユニバーサルデザインを採用した市役所窓口

現地決済型ふるさと納税にも適した
気仙川遊漁権

我が市政を
問う！

鵜
浦　
昌
也

（
創
生
会
）

市
長
の
政
治
姿
勢

防
災
対
策

地
域
経
済
の
活
性
化
策

大
和
田
加
代
子

（
碧
い
風
）

ふ
る
さ
と
納
税

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

農
業
の
後
継
者
育
成

大
坂　
　
俊

陸
前
高
田
市
の
人
口
動
態
の
実
績
と
将
来
人
口
推
計

本
市
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
取
組

伊
勢　
　
純

（
日
本
共
産
党
）

市
民
と
進
め
る
電
力
の
地
産
地
消

漁
業
被
害
へ
の
緊
急
対
策

市
内
建
設
業
の
現
状
と
課
題

公
営
住
宅
の
家
賃
軽
減
策
や
入
居
者
支
援

大
坪　
涼
子

（
日
本
共
産
党
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
者
数
第
10
波
か
ら
市

民
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と

子
ど
も
及
び
高
齢
者
の
た
め
の
保
健
及
び
介
護
用
品

の
支
援

国
へ
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
大
幅
引
き
上
げ

佐
々
木
良
麻

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
庁
内
の
Ｄ
Ｘ
推
進

保
小
ス
ム
ー
ズ
コ
ネ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

小
林　
　
卓

（
碧
い
風
）

当
市
の
歴
史
・
文
化
及
び
芸
術
な
ど
の
展
示
・
保
管

に
関
す
る
施
設
整
備

福
田　
利
喜

（
創
生
会
）

被
災
土
地
及
び
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
お
け
る

土
地
の
利
活
用

陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

藤
倉　
泰
治

（
日
本
共
産
党
）

市
長
の
選
挙
公
約
に
つ
い
て
の
現
在
の
考
え

施
政
方
針
演
述

物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
こ
と

木
村　
　
聡

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
こ
ど
も
・
若
者
の
居
場
所

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援

※ 

お
詫
び
と
訂
正

前
回
１
２
７
号
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、大
坂
俊
議
員
の
タ
イ
ト
ル
が
違
っ

て
お
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、『
中
期
財
政
見
通
し
は
』『
人
口
推
計
見
直
し
と
共
に
』
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

一般質問一般質問
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問問
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
常
備
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答
市
内
小
中
学
校
で
は
原
則
、

個
人
判
断
で
携
行
と
な
っ
て

い
る
が
、
急
き
ょ
必
要
な
場
合
は
保

健
室
等
で
対
応
し
て
い
る
。
養
護
教

諭
に
随
時
相
談
を
指
導
し
て
い
る
。

問問
月
額
４
千
円
の「
お
む
つ
券
」

支
給
の
家
族
介
護
用
品
支
給

に
つ
い
て
、
非
課
税
世
帯
の
枠
を
は

ず
し
、
額
の
引
上
げ
は
ど
う
か
。

答
拡
大
し
た
場
合
の
利
用
者
数

や
財
政
負
担
も
考
慮
し
、
今

後
整
理
し
て
い
く
。

市
民
の
健
康
を
守
る
に
は

問問
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
防
止
の
徹
底
を
考
え
る

べ
き
で
は
。

答
冬
季
や
春
先
は
様
々
な
感
染

症
が
流
行
す
る
。
引
き
続
き

基
本
的
な
感
染
症
対
策
と
体
調
管
理

問問
陸
前
高
田
し
み
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

陸
前
高
田
し
み
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

の
市
民
向
け
電
力
の
契
約
が

の
市
民
向
け
電
力
の
契
約
が

令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
。
市
民
へ

令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
。
市
民
へ

の
利
点
は
。

の
利
点
は
。

答
電
気
料
金
は
、
東
北
電
力
㈱

と
比
べ
て
若
干
安
価
に
な
る

見
込
み
で
あ
る
。
子
育
て
応
援
割
引

プ
ラ
ン
な
ど
も
計
画
し
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
付
加
価
値
が
提
供
さ
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
詳
細
は
近
日
中
に
同

社
か
ら
発
表
予
定
で
あ
る
。

漁
業
の
高
水
温
対
策
は

問問
漁
業
の
高
水
温
被
害
対
策
は
。

漁
業
の
高
水
温
被
害
対
策
は
。

答
現
在
、
漁
業
共
済
契
約
者
に

掛
金
補
助
を
支
援
中
。
市
は
、

漁
協
や
岩
手
県
漁
業
共
済
組
合
な
ど

と
連
携
し
、
漁
業
共
済
や
積
立
プ
ラ

ス
へ
の
加
入
率
向
上
、
並
び
に
共
済

限
度
額
に
対
す
る
契
約
割
合
の
向
上

に
努
め
、
県
に
掛
金
補
助
支
援
の
検

討
を
強
く
働
き
か
け
る
。

問問
市
長
は
会
見
な
ど
で
、「
市

市
長
は
会
見
な
ど
で
、「
市

出
身
の
芸
術
家
等
の
作
品
を

出
身
の
芸
術
家
等
の
作
品
を

展
示・保
管
す
る
施
設
を
検
討
す
る
」

展
示・保
管
す
る
施
設
を
検
討
す
る
」

と
し
て
い
る

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

が
、
そ
の
内
容
は
。

答
空
き
校
舎
と
な
っ
て
い
る
施

設
を
温
湿
度
管
理
し
、
紫
外

線
か
ら
芸
術
作
品
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
て
改
修
し
、
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。
今
後
、
芸
術
文
化
関
係
の
有
識

者
の
方
々
な
ど
の
ご
意
見
等
も
伺
い

な
が
ら
保
管
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問問
個
人
の
住
居
で
管
理
・
保
管

個
人
の
住
居
で
管
理
・
保
管

し
て
い
る
価
値
あ
る
芸
術
作

し
て
い
る
価
値
あ
る
芸
術
作

品
の
早
急
な
改
善
策
に
つ
い
て
は
。

品
の
早
急
な
改
善
策
に
つ
い
て
は
。

答
芸
術
作
品
の
寄
贈
ま
た
は
寄

託
の
方
法
を
含
め
、
管
理
・

保
管
に
つ
い
て
、
相
談
を
受
け
た
場

合
に
は
、
市
の
文
化
・
芸
術
の
継
承
、

発
展
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
作
者
や
所
有
者
、
家
族
等
の
意

向
も
確
認
し
な
が
ら
、適
正
な
管
理・

問問
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
業

務
効
率
化
を
図
る
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
―
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推

進
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
、
各
課
の
業
務

に
お
い
て
着
手
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
て
き
た
が
、

全
庁
的
・
横
断
的
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す

る
に
は
、
全
体
方
針
の
策
定
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
、
推

進
体
制
の
再
構
築
・
重
点
取
り
組
み

事
項
・
全
体
的
な
工
程
表
を
盛
り
込

ん
だ
「
陸
前
高
田
市
Ｄ
Ｘ
推
進
基
本

方
針
」
の
策
定
を
検
討
す
る
。

の
重
要
性
を
広
く
周
知
に
努
め
る
。

能
登
半
島
へ
支
援
策
は

問問
国
の
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
で
は
、
現
行
で
最
大

三
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
支
援
金
に

つ
い
て
、
能
登
半
島
地
震
の
被
害
実

態
か
ら
、
政
府
に
大
幅
な
引
き
上
げ

を
迫
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

の
拡
充
な
ど
岩
手
県
や
沿
岸

市
町
村
と
連
携
の
上
、
要
望
活
動
を

行
う
。

建
設
業
へ
対
策
は

問問
建
設
業
の
業
務
減
少
へ
対
策
は
。

建
設
業
の
業
務
減
少
へ
対
策
は
。

答
今
後
も
建
設
事
業
者
の
受
注

機
会
の
確
保
に
取
り
組
む
。

公
営
住
宅
の
支
援
は

問問
直
近
５
年
間
で
２
倍
の
値
上

直
近
５
年
間
で
２
倍
の
値
上

げ
と
な
っ
た
特
別
家
賃
低
減

げ
と
な
っ
た
特
別
家
賃
低
減

事
業
の
公
営
住
宅
家
賃
は
軽
減
す
べ

事
業
の
公
営
住
宅
家
賃
は
軽
減
す
べ

き
で
は
。
ま
た
、
共
益
費
や
駐
車
料

き
で
は
。
ま
た
、
共
益
費
や
駐
車
料

金
の
軽
減
継
続
は
。

金
の
軽
減
継
続
は
。

答
今
以
上
の
家
賃
軽
減
は
困
難
。

共
益
費
は
令
和
６
年
度
も
補

助
を
継
続
。
駐
車
場
使
用
料
は
軽
減

を
継
続
す
る
。

保
管
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問問
作
品
の
常
設
展
示
に
伴
う
小

作
品
の
常
設
展
示
に
伴
う
小

中
学
生
へ
の
教
育
の
重
要
性

中
学
生
へ
の
教
育
の
重
要
性

は
。
は
。答

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
想

像
力
を
磨
き
、
豊
か
な
心
を

育
む
と
と
も
に
、
郷
土
に
愛
着
や
誇

り
を
持
つ
な
ど
の
効
果
も
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
大
変
意
義
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問問
Ｄ
Ｘ
推
進
の
組
織
体
制
は
。

答
副
市
長
を
最
高
情
報
統
括
責

任
者
と
し
て
、
横
断
的
な
Ｄ

Ｘ
推
進
体
制
を
構
築
す
る
。
ま
た
、

副
市
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
に

関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
外
部

人
材
の
任
用
も
検
討
す
る
。
担
当
課

に
つ
い
て
は
、
総
務
課
が
Ｄ
Ｘ
担
当

部
門
を
担
い
、
組
織
再
編
を
行
わ
ず

Ｄ
Ｘ
推
進
を
図
る
。

小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
は

問問
本
市
に
お
い
て
、
小
学
校
に

進
学
し
た
際
に
学
校
生
活
に

適
応
で
き
な
い
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
の

状
況
は
。

答
令
和
５
年
度
、
一
部
の
学
校

で
、
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
と
思

わ
れ
る
状
況
が
見
ら
れ
た
が
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
等
の
対
応
で
現
在
は
落

ち
着
い
て
い
る
。

大
おお

坪
つぼ

　涼
りょうこ

子
（日本共産党）

伊
い

勢
せ

　　純
じゅん

（日本共産党）

小
こばやし

林　　卓
たく

（碧い風）

佐
さ さ き

々木良
りょうま

麻
（とうほく未来創生）

学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
は

　
必
要
な
場
合
は
保
健
室
で
対
応

新
電
力
で
市
民
に
利
点
は

　
安
価
と
付
加
価
値
を
提
供

市
出
身
の
芸
術
作
品
保
管
は

　
空
き
校
舎
の
活
用
を
検
討

Ｄ
Ｘ
に
ど
う
取
り
組
む

　
推
進
基
本
方
針
策
定
を
検
討

各学校で自由に使える生理用品常備を
（米小ＨＰ写真引用）

市内公共施設に供給されている
電力が一般家庭にも（広田町）

個人宅の保管状況

デジタル活用で業務効率化を
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問問
市
長
公
約
の「
生
産
額
倍
増
」

「
１
千
人
雇
用
」「
大
学
誘
致
」

は
、
施
政
方
針
に
一
言
も
な
か
っ

た
。
現
在
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
に
着
手

し
、
雇
用
で
は
情
報
収
集
に

努
め
、
岩
手
大
学
、
立
教
大
学
の
合

同
講
義
を
検
討
し
て
い
く
。

家
電
購
入
で
物
価
対
策
は

問問
施
政
方
針
で
は
、
物
価
対
策

が
最
重
要
課
題
と
い
う
認
識

が
弱
い
よ
う
だ
。
新
た
に
省
エ
ネ
家

電
等
の
購
入
補
助
は
。

答
省
エ
ネ
家
電
の
購
入
・
買
い

替
え
補
助
は
、
県
内
６
自
治

体
の
事
業
効
果
を
参
考
に
し
て
検
討

す
る
。

賃
上
げ
事
業
所
へ
の
支
援
は

問問
岩
手
県
は
、
賃
上
げ
し
た
事

業
者
に
支
援
金
給
付
を
開
始

し
、
県
内
６
３
０
件
の
申
し
込
み
が

問問
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画

被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画

整
理
事
業
で
整
備
し
た
地
区

整
理
事
業
で
整
備
し
た
地
区

に
お
い
て
、
利
活
用
さ
れ
て
い
な
い

に
お
い
て
、
利
活
用
さ
れ
て
い
な
い

土
地
が
多
く
散
見
さ
れ
る
。
現
在
の

土
地
が
多
く
散
見
さ
れ
る
。
現
在
の

利
活
用
の
状
況
は
ど
う
か
。

利
活
用
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
市
有
地
、
及
び
、
民
有
地
の

利
用
見
込
み
を
含
め
た
利
用

率
が
約
54
％
と
な
っ
て
お
り
、
利
用

見
込
み
が
な
い
の
は
46
％
。
多
く
が

民
有
地
で
あ
る
。

　
対
策
と
し
て
土
地
利
活
用
バ
ン
ク

物
件
成
約
奨
励
金
等
を
創
設
す
る
な

ど
、
民
有
地
の
利
活
用
の
促
進
を
図

っ
て
き
た
。
成
約
件
数
は
、
高
田
地

区
及
び
今
泉
地
区
あ
わ
せ
て
、
62
件

と
な
っ
て
い
る
。

問問
土
地
の
利
活
用
が
進
む
よ
う
、

土
地
の
利
活
用
が
進
む
よ
う
、

用
途
地
域
等
の
緩
和
・
見
直

用
途
地
域
等
の
緩
和
・
見
直

し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
一
部
準
工
業
地
域
へ
と
変
更

し
た
実
績
が
あ
る
。
需
要
等

が
あ
れ
ば
柔
軟
な
対
応
や
見
直
し
を

問問
家
庭
・
学
校
以
外
の
「
子
ど

も
の
居
場
所
」
の
重
要
性
が

注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
居

場
所
を
整
備
す
る
こ
と
の
意
義
は
。

答
子
ど
も
の
居
場
所
は
、
多
様

な
体
験
に
よ
り
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
居
場

所
を
複
数
整
備
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
子
ど
も
が
自

身
の
希
望
す
る
居
場
所
を
選
び
や
す

く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

問問
既
存
の
地
域
資
源
等
が
子
ど

も
の
居
場
所
機
能
を
果
た
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
状
況
把
握
を
し
て
い

く
か
。

答
部
活
動
や
習
い
事
、
お
祭
り

な
ど
多
様
な
場
が
子
ど
も
の

居
場
所
に
な
り
う
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で

あ
る
。
本
市
の
上
乗
せ
補
助
は
ど
う

か
。答

本
支
援
金
の
需
要
把
握
が
で

き
ず
、
市
独
自
の
上
乗
せ
は

難
し
い

能
登
の
被
災
地
支
援
は

問問
本
市
は
東
日
本
大
震
災
で
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
が
、
同

じ
よ
う
な
苦
労
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、

能
登
の
被
災
地
へ
他
の
自
治
体
に
は
な

い
支
援
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
可
能
な
支
援
は
県
内
沿
岸
市

町
村
と
と
も
に
国
に
働
き
か

け
た
い
。

検
討
し
た
い
。

総
計
の
目
指
す
も
の
は

問問
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

お
い
て
、
最
も
成
果
を
求
め

お
い
て
、
最
も
成
果
を
求
め

て
い
る
も
の
は
何
か
。

て
い
る
も
の
は
何
か
。

答
将
来
に
わ
た
っ
て
、
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
、
経
済
的
に

も
自
立
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

実
態
把
握
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
状
況
は

問問
本
市
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
状

況
は
ど
う
か
。

答
ひ
と
り
親
家
庭
の
数
は
、

１
６
２
世
帯
。
そ
の
う
ち

１
３
３
世
帯
が
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
。

問問
養
育
費
受
領
率
の
全
国
平
均

は
30
％
弱
だ
が
本
市
の
状
況

は
。 答

14
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

藤
ふじ

倉
くら

　泰
たい

治
じ

（日本共産党）

福
ふく

田
だ

　利
とし

喜
き

（創生会）
木
き

村
むら

　　聡
あきら

（とうほく未来創生）

大
学
誘
致
の
公
約
は

　
岩
手
大
学・
立
教
大
学
の

　
合
同
講
義
を
検
討

用
途
地
域
等
の
見
直
し
は

　
需
要
が
あ
れ
ば
柔
軟
に
検
討

子
ど
も
の
居
場
所
整
備
は

　
複
数
整
備
す
る
こ
と
で

　
選
び
や
す
く

利活用の推進が求められる土地

市長選の選挙公約

子どもの居場所づくり
サポートブック（岩手県）

　
2
月
29
日
、
新
庁
舎
で
の
議
会
を
初
め
て
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
登
壇
し
た
議
員
の
中
で
、
陸
前
高
田
市
の
文
化
復
興
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
・
生
活
維
持
の
こ
と
を

中
心
に
質
疑
や
応
答
が
あ
る
一
方
で
、
文
化
復
興
も
大
切
で
は
、

と
質
問
し
て
い
た
内
容
も
あ
り
、
と
て
も
新
鮮
で
、
改
め
て
郷
土

の
歴
史
や
風
土
の
大
切
さ
を
、
今
一
度
考
え
る
良
い
機
会
を
得
ま

し
た
。

　
た
だ
残
念
な
事
に
、
質
問
に
対
す
る
答
弁
が
傍
聴
を
し
て
い
る

場
所
ま
で
明
確
に
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
傍
聴
者
も
少
な
く
、

こ
れ
か
ら
は
社
会
勉
強
の
一
環
と
し
て
、
小
・
中
学
校
の
生
徒
さ

ん
た
ち
が
、
議
会
へ
の
見
学
も
必
要
と
も
思
い
ま
し
た
。

今 128 号の議会だよりとともに
YouTube をご覧になりませんか。
一般質問などの見比べも含め、
皆さまのご意見をお待ちしてお
ります。
※市ホームページ→市議会→音
声中継（YouTube 陸前高田市議
会）をクリックすると陸前高田
市議会のチャンネルに移動し視
聴したい会議を選んでご覧いた
だけます。

配信のお知らせ

傍
聴
者
の 

声

佐
藤
　
美
智
子 

さ
ん

(

高
田
町)

16りくぜんたかた市議会だより　No.12817 りくぜんたかた市議会だより　No.128



常任委員会 活動ほうこく常任委員会 活動ほうこく

 

管
外
行
政
視
察

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
参
考
と
す
る
た

め
、
管
外
行
政
視
察
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
高
槻
市
で
は
、
将
来
人
口
推
計
に
基
づ
く
人

口
減
と
高
齢
化
率
上
昇
に
よ
る
扶
助
費
の
増
加

と
い
う
課
題
解
決
の
た
め
「
税
を
納
め
て
く
れ

る
年
代
の
人
に
定
住
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
明

確
な
目
的
を
掲
げ
た
事
業
を
展
開
し
、
そ
の
内

容
は
、視
察
の
立
場
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、

そ
の
立
場
を
超
え
自
身
が
こ
こ
に
住
み
た
い
と

感
じ
る
ほ
ど
魅
力
的
で
あ
り
ま
し
た
。

　
東
大
阪
市
で
は
、
地
域
の
主
産
業
と
も
い
え

る
製
造
業
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
情
報
発
信
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
、
知
的
財
産
権
、
資
金
・
人
材
、
新
規
開
発

な
ど
の
も
の
づ
く
り
に
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
全
て
網
羅
さ
れ
た
環
境
で
し
た
。

　

八
尾
市
に
お
い
て
は
、「
ま
ち
の
コ
イ
ン
」

 

管
外
行
政
視
察

　
竹
田
市
は
、
小
学
校
入
学
時
に
う
ま
く
順
応

で
き
な
い
「
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
対
策
と
し
て
、

従
来
別
々
に
作
成
し
て
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

見
直
し
、
文
科
省
の
「
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
幼
保
年
長
か
ら
小
学
校
１
年
生
ま
で
の
「
架

け
橋
期
」
に
、
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を
育
て
、

ど
の
よ
う
な
力
を
つ
け
て
い
く
の
か
を
明
確
に

し
、
架
け
橋
期
に
お
け
る
幼
保
園
か
ら
小
学
校

へ
円
滑
に
進
む
よ
う
に
一
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

　
特
徴
と
し
て
、
幼
児
教
育
派
遣
研
修
に
派
遣

さ
れ
た
小
学
校
教
諭
が
幼
保
園
と
小
学
校
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
な
り
、
療
育
機
関
（
理
学
・
作

業
療
法
士
等
）
の
協
力
を
得
て
、
子
ど
も
に
関

わ
る
大
人
が
連
携
し
、
架
け
橋
期
に
主
体
的
で

一
人
ひ
と
り
の
多
様
性
に
配
慮
し
た
子
ど
も
の

と
称
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
地
元
産
業
と
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
協
働

の
観
点
か
ら
も
市
民
・
地
元
事
業
者
と
と
も
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
性
・
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

  
所
管
事
務
調
査

　
「
地
方
創
生
応
援
税
制(

企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税)

の
概
要
及
び
取
組
等
に
つ
い
て
」
所
管

事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
政
策
推
進
室
長
ら
か
ら
、
地
方
創
生
応
援
税

制(

以
下
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
表
記)

の
概
要
や
こ
の
制
度
を
活
用
し
た
本
市
の
取
り

組
み
状
況
の
説
明
を
受
け
た
後
、
各
委
員
か
ら

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
市
で
寄
付
募
集
を
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

学
び
や
生
活
の
基
盤
を
育
む
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
幼
保
小
連
携
へ
の
専
門
家
の
活
用
は
、
本
市

で
も
参
考
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
豊
後
大
野
市
で
子
ど
も
の
居
場
所
を
提
供
し

て
い
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
げ
ま
さ
子
ど
も
食
堂
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
食
堂
と
い
っ
て
も
、
単
な
る
貧
困
対

策
で
は
な
く
、
学
習
支
援
な
ど
子
ど
も
の
相
談

場
所
と
し
て
の
機
能
も
有
し
て
お
り
、
総
合
的

に
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま

し
た
。

　
食
材
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ら
の
寄
付
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
企
業
等
か
ら
も
提
供
を
受
け

て
地
域
密
着
型
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
運
営
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。

は
５
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
寄
付
が
集
ま
り

進
行
し
て
い
る
事
業
は
農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
事
業
と
市
内
飲
食
事
業

者
等
と
連
携
し
た
つ
な
が
り
支
援
事
業
（
配
食

サ
ー
ビ
ス
）
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
に
身
近
な

事
業
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
は
令
和
６
年
度
に
特
例
措
置
終
了
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
相
手
方
の
業
績
等
に
よ
っ
て
見

通
し
が
立
て
に
く
い
状
況
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
事
業
の
必
要
性
や
社
会
情
勢
等
を
勘
案
し
つ

つ
取
り
組
ん
で
い
く
事
を
確
認
し
た
調
査
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
に
よ
り
、
本
委
員
会
か
ら
「
地
方

創
生
応
援
税
制(

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税)

の

適
用
期
間
延
長
を
求
め
る
意
見
書
」
の
委
員
会

発
議
を
決
め
、
今
定
例
会
に
上
程
す
る
事
と
し

ま
し
た
。

  

所
管
事
務
調
査

　
「
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
は
、

子
育
て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
つ
い
て
考

え
る
場
と
し
て
平
成
23
年
に
市
内
の
子
ど
も
支

援
団
体
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
、
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
子
ど
も

の
心
の
ケ
ア
や
不
登
校
に
対
し
て
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
招
き
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
食
堂
が
開
催
で

き
な
い
た
め
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
貧
困
等
の
悩

み
を
抱
え
る
家
庭
へ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
個
人
の

協
力
で
「
お
弁
当
届
け
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
る
、
弁
当
の
無
料
配
布
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
委
員
会
で
は
、
今
後
も
子
育
て
環
境
の
充
実

に
つ
い
て
継
続
し
て
調
査
し
ま
す
。

総　務
管外行政視察
大阪府高槻市

東大阪市
八尾市

所管事務調査
企業版ふるさと納税

教育民生
管外行政視察
大分県竹田市
豊後大野市

所管事務調査
子ども支援

委 員 長　中野　貴徳
副委員長　木村　　聡
　　　　　大和田加代子
　　　　　鵜浦　昌也
　　　　　藤倉　泰治

委 員 長　佐々木一義
副委員長　大坪　涼子

佐々木良麻
菅野　広紀
福田　利喜
伊藤　明彦

1 2
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常任委員会 活動ほうこく

 

管
外
行
政
視
察

　
泉
南
郡
岬
町
と
兵
庫
県
伊
丹
市
で
陸
上
養
殖

や
ま
ち
づ
く
り
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

　
岬
町
で
は
、
㈱
陸
水
の
サ
ー
モ
ン
の
陸
上
養

殖
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
社
は
、
井
戸
か
ら
取

水
す
る
海
水
を
利
用
す
る
た
め
、
魚
体
は
病
気

に
な
ら
ず
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や

養
殖
技
術
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
な
く
、
む
し

ろ
広
め
る
こ
と
で
他
社
等
の
生
産
物
で
あ
る
魚

の
販
路
確
保
も
請
け
負
う
こ
と
も
で
き
る
こ
と

な
ど
、
同
社
の
考
え
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
岬
町
担
当
課
か
ら
は
、
今
後
の
雇
用
が
大

い
に
期
待
で
き
、
町
の
Ｐ
Ｒ
や
漁
業
振
興
に
も

好
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
陸
上
養
殖
の
展
開
に
よ
り
、
町
の
産
業
振

興
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
感
じ
ま

し
た
。 

　
伊
丹
市
で
は
、
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
以

下
、
博
物
館
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
市
は
、

博
物
館
を
中
心
に
、
周
辺
の
施
設
や
商
店
街
と

連
携
し
、「
酒
と
文
化
の
薫
る
町
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
博
物
館
な
ど
の
公
的
施
設
で
商
店
街
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
る
実
例
や
博
物
館

と
商
店
街
で
行
う
連
携
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
そ
の
方
向
性
は
、
ま
さ
に
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
と
も
合
致
す
る
と
感
じ
ま
し
た
。

  

所
管
事
務
調
査

　
矢
作
町
で
行
わ
れ
て
い
る
魚
類
の
陸
上
養
殖

を
調
査
し
ま
し
た
。 

　
同
事
業
を
展
開
す
る
岩
姫
養
魚
場
の
宇
部
佑

さ
ん
は
、
ヤ
マ
メ
や
ニ
ジ
マ
ス
な
ど
を
交
配
か

ら
成
魚
ま
で
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
「
岩

姫
サ
ー
モ
ン
」は
、本
市
の
新
た
な
名
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。
同
社
の
最
大
の
特
徴
は
、
年
間
を

通
じ
て
出
荷
が
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
に
は
低
温

の
水
が
重
要
で
あ
り
、名
水
「
清
水
の
湧
口
（
し

ず
の
わ
っ
く
つ
）」
か
ら
の
伏
流
水
を
利
用
し

て
い
ま
し
た
。

　
本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
が
産
業
に
つ
な
が

る
現
場
を
学
び
ま
し
た
。

産業建設
管外行政視察

大阪府泉南郡岬町
兵庫県伊丹市

所管事務調査
ニジマスなどの陸上養殖

委 員 長　大坂　　俊
副委員長　伊勢　　純

菅野秀一郎
小林　　卓
及川　修一

2 2
5 7▶

3
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（株）陸水でサーモンの養殖を視察（大阪府）

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
創
設

○
物
価
高
騰
対
策
緊
急
支
援
給
付

金
に
係
る
子
育
て
世
代
へ
の
加
算

○
復
興
事
業
に
よ
り
整
備
及
び
取

得
し
た
市
有
地
の
貸
付
料
に
つ
い

て
○
第
10
次
陸
前
高
田
市
教
育
振
興

基
本
計
画
の
策
定

○
陸
前
高
田
市
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
の
策
定

○
条
例
及
び
補
正
予
算
の
専
決
処

分
○
陸
前
高
田
市
地
域
公
共
交
通
計

画
の
策
定

ン
ト
の
実
施

○
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
開

始
○
陸
前
高
田
市
空
地
等
対
策
計
画

兼
空
き
家
対
策
総
合
実
施
計
画

の
策
定

○
陸
前
高
田
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度（
仮
）

○
陸
前
高
田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画（
案
）

○
第
７
期
陸
前
高
田
市
障
が
い
福

祉
計
画
・
第
３
期
陸
前
高
田
市
障

が
い
児
福
祉
計
画
の
策
定

○
陸
前
高
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定

○
能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援
及
び
被

害
状
況
の
報
告（
輪
島
・
珠
洲
両

市
に
各
２
０
０
万
円
）

○
介
護
・
障
が
い
施
設
職
員
に
係
る

に
対
し
て
、次
の
内
容
の
支
援
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
⑴
見
舞
金
と
し
て
輪
島
市
及
び

珠
洲
市
に
対
し
て
各
２
０
０

万
円
を
送
金

　
⑵
市
独
自
の
義
援
金
募
金
箱
を

設
置

　
⑶
市
営
住
宅
の
一
時
提
供

　
⑷
本
市
の
職
員
を
派
遣

　
今
後
に
お
い
て
も
、岩
手
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
被
災
地
の
情
報

収
集
に
当
た
り
な
が
ら
必
要
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

○
令
和
５
年
度
陸
前
高
田
市
津
波

避
難
等
訓
練
の
実
施
及
び
消
防
・

防
災
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
の
開
催

○
陸
前
高
田
市
地
域
公
共
交
通
計

画（
案
）に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

　「
陸
前
高
田
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」

を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
、

全
員
協
議
会
で
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
制
度
は
、同
性
カ
ッ
プ
ル
や
事

実
婚
の
カ
ッ
プ
ル
な
ど
が
市
に
宣
誓

す
る
こ
と
で
、パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ

と
が
公
証
さ
れ
る
制
度
で
す
。本
制

度
利
用
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
法
律
上

の
夫
婦
や
家
族
に
し
か
認
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
令
和
６
年
４
月
１
日
施
行
）

　
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
能
登
半
島

全
員
協
議
会
の
報
告

令
和
５
年
10
月
以
降
に
市
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

義援金の呼びかけ（市役所内）

陸
前
高
田
市
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
は
じ
ま
る

令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
支
援
等
の
状
況
報
告

令
和
５
年
10
月
20
日

令
和
６
年
１
月
19
日

11
月
30
日

12
月
13
日

２
月
21
日

３
月
22
日
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○の中にはどんな数字が入るでしょうか？

「まちづくり総合計画後期基本計画は
　　　　　　　　令和○年度までの計画です」

■あて先 〒029-2292 陸前高田市高田町字下和野100
  陸前高田市議会事務局　宛
 FAX 0192-53-1210　MAIL gikai@city.rikuzentakata.iwate.jp
■しめきり 令和6年5月16日（当日消印有効）

○の中にはどんな数字が入るでしょうか？
「在道陸前高田人会は、○年ぶりに開催されました」

クイズの答え、住所、氏名、年齢を記入の上、ハガキ、FAX、メールのいずれかで応募してください。
また市議会だよりを読んだ感想、市議会への意見・要望などを必ず記入してください。
正解者の中から抽選で５名の方に粗品をお送りします。（当選者の発表は発送を持って変えさせ
ていただきます。）※いただいた意見要望等は次回の市議会だよりに掲載することがあります。
（住所・氏名は掲載しません。）

応
募
方
法

議会だより第127号
クイズの答え

議会だよりクイズ

答え５年

市内宿泊支援にたかた
旅トクの期間延長は
嬉しいです。
　　　（高田町  女性）

　市議会では、市民のみなさまへクイズを出させていただいています。それは広くご意見もうかが
いたく取り組んでいるものです。第127号のクイズの答えとともに寄せられたご意見を紹介します。

市議会だより、楽しみに拝
見しています。能登半島地震から
1ヵ月すぎましたが、毎日のニュース
に心を痛めています。陸前高田
市民として1日でも早くいつもの
生活に戻れる事を祈っています。
陸前高田市からの応援宜しく
お願いします。

（広田町  女性） 　

　介護・福祉施設等で雇用
され、奨学金を借りていた職員には、

令和6年度から返還金の一部を補
助することを検討しているとありまし
たが、早急に決定して進めてほし
いと思います。若い人の地元雇用
への支援強化はなるべく早くすべ
きだと思います。

（米崎町  女性）

女性より男性の外出が少な
い傾向にあるといわれていま
すが、市内文化財めぐりなどの
企画があれば、男性も参加し
やすいのではないでしょうか。

（高田町  女性）

議
会
と
語
る
会

議
会
と
語
る
会

　
陸
前
高
田
市
議
会
は
、５
月
13

日（
月
）か
ら
17
日（
金
）ま
で
、市

民
と
直
接
膝
を
交
え
て
意
見
交
換

す
る「
議
会
と
語
る
会
」を
市
内
11

地
区
の
コ
ミ
セ
ン
を
会
場
に
行
い

ま
す
。（
担
当
・
広
聴
広
報
特
別
委

員
会
）

　
全
16
議
員
を
３
班
に
分
け
、５

か
ら
６
議
員
が
各
会
場
で
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
や
地
域
課

題
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
ま

す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
や

要
望
等
は
、議
会
で
協
議
し
、政
策

提
言
と
し
て
市
政
に
反
映
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
回
の「
語
る
会
」の
ほ

か
、市
内
の
各
種
団
体
、全
市
民
を

対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
の
新
た
な「
語
る
会
」も
７
月

中
に
企
画
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ

ら
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、日

程
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　※

語
る
会
の
日
程
と
班
編
成
は

左
記
の
通
り
で
す
。

開
催
の
お
知
ら
せ

日 程 対象地区（会場） 担当班

米崎地区コミセン

小友地区コミセン

広田地区コミセン

今泉地区コミセン

長部地区コミセン

高田地区コミセン

生出地区コミセン

矢作地区コミセン

下矢作地区コミセン

横田地区コミセン

竹駒地区コミセン

❸

❷

❶

❸

❷

❶

❸

❷

❶

❸

❶

5/13

5/13

5/13

5/14

5/14

5/14

5/16

5/16

5/16

5/17

5/17

班　　編　　成

小林　　卓　　木村　　聡
大坂　　俊　　大坪　涼子
福田　利喜

佐々木良麻　　大和田加代子
伊勢　　純　　佐々木一義
藤倉　泰治　　及川　修一

菅野秀一郎　　中野　貴徳
菅野　広紀　　伊藤　明彦
鵜浦　昌也

❶ 班

❷ 班

❸ 班

※各会場とも【午後7時】の開会予定です。
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注１「対口（たいこう）支援」とは、大規模災害で被災した自治体と支援側の自治体がパートナーとなり、
　　復興における各種支援をするための手法です。

注
１

１月
 4日 新年交賀会(議長、ほか議員)
 5日 市交通指導隊初点検式(議長)
 7日 二十歳のつどい(議長、ほか議員) 
 11日 議会運営委員会
 14日 消防出初式(全議員)
 16日 県沿岸都市議会連絡会議研修会(議長、副議長)
 17日 県沿岸都市議会連絡会議研修会(副議長)／
  岩手・宮城県際市町議会議長会中央要望(議長)
 19日 全員協議会、各常任委員会、各特別委員会
 23日 第2回県市議会議長会定期総会(議長、副議長)
 31日 岩手・宮城県際市町議会議長会県議との
  懇談会(議長)／総務常任委員会行政視察(~2/2)

２月
 1日 令和5年度北方領土返還要求岩手県大会
  (議長ほか議員)
 5日 産業建設常任委員会行政視察(~7日)
 7日 教育民生常任委員会行政視察(~9日)
 10日 自衛隊入隊予定者激励会(議長)
 16日 議会運営委員会
 21日 第1回定例会(~3月22日)／全員協議会／
  総合計画審査特別委員会／各常任委員会／
  各特別委員会
 25日 市体育協会表彰式及びスポーツ少年団
  表彰式(議長)
 28日 本会議(一般質問)／会派代表者会
 29日 本会議(一般質問)

３月
 1日 本会議(一般質問)／予算等特別委員会
 4日 総合計画審査特別委員会
 5日 総合計画審査特別委員会
 6日 総合計画審査特別委員会
 7日 予算等特別委員会／市政調査会理事会
 8日 総合計画審査特別委員会
 11日 陸前高田市東日本大震災追悼式(全議員)
 12日 本会議／予算等特別委員会
 13日 予算等特別委員会
 14日 予算等特別委員会
 15日 予算等特別委員会
 17日 TOMODACHI 日本アムウェイ財団
  東北ミライリーダー・プログラム2024
  壮行会(議長)
 18日 岩手・宮城県際市町議会議長会要望活動(議長)／
  各常任委員会
 19日 総合計画審査特別委員会／各特別委員会
 22日 本会議／全員協議会／市政調査会／
  議会だより特別委員会

　
能
登
半
島
を
中
心
と
し
た

被
災
地
で
は
、避
難
生
活
が
続

い
て
い
ま
す
。本
市
議
会
で
は

微
力
な
が
ら
、岩
手
県
の
対
口

支
援
先
で
あ
る
能
登
町
へ
、そ

し
て
、被
災
地
の
市
議
会
議
長

会
へ
義
援
金
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
ず
は
被
災

地
で
の
生
活
と
な
り
わ
い
が

１
日
で
も
早
く
復
旧
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、本
市
で
は
春
を
迎

え
、市
内
の
各
学
校
で
は
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。表
紙
の

写
真
は
、矢
作
小
学
校
の
新
１

年
生
５
人
の
子
ど
も
た
ち
で

す
。緊
張
し
な
が
ら
も
未
来
を

感
じ
さ
せ
る
５
人
の
笑
顔
に

な
ご
み
、世
界
中
の
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
願
う

あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

市内の団体や個人を紹介します。

自動車整備・鈑金塗装「横長ボディー」従業員

及川 恭兵 さん

第16回

　及川恭兵さん（37）は、大船
渡市出身で、結婚を機に横田町
へと移り住みました。高校卒業
後、仙台の専門学校に進学し、
花巻市の自動車整備会社に就
職。現在は、横田町の横長ボ
ディーで働いています。様々な
車が並ぶ職場におじゃまし、お
話をうかがいました。
（担当・佐々木良麻、伊勢純）

　仕事内容としては、鈑金と塗装を担当しています。普通自動車だけで
なく、時にはバスのような大型車や重機も取り扱っています。
　鈑金・塗装は、技術のある人の下で働いて、自身の技術を磨いていく
ことが、とても重要な世界です。現在の上司である笠嶋長之社長とは、
自分の車の塗装と部品加工を依頼したことがきっかけで知り合いまし
た。その仕上がりに感動し、社長の技術を学びたいという思いもあっ
て、横長ボディーで働いています。
　車は、仕事でもあり、趣味でもあ
ります。先日は、自分の車180SXで
富士スピードウェイのイベントに参
加してきました。栃木県のイベント
では人気投票で全国２位になり、翌
年のイベントのポスターにも採用
されました。
　最近は、５才の息子が車に興味を持つようになってくれたのもうれし
いです。休日には、息子と妻、私の３人みんなが好きな釣りにいっしょに
出かけられるのも幸せだと感じます。
　今、世の中は電気自動車が増えるなど自動車業界が大きく変化して
います。ただ、私は、昔ながらのガソリン車、そして、マニュアル車が好き
なので、その面白さを伝えていきたいと思っています。

議会の動き

サーキットで撮影
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